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第２章 

地区別のガイドライン 
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1 センターゾーン  

   
 

  
 
  
 
  
 

 

 

 

 
 

 

 

・国内外からのビジネス客、観光客、首都圏一円からの買い物客、横浜都心の就業者、鉄道やバ

スの乗り換え客など、多様な人々が集まり活動する場所として、広域的な商業機能、宿泊機能、

文化・交流機能、業務機能など、交通の拠点としての利便性を生かした高度で多様な都市機能

が集積されている。 

 

・横浜の玄関口として、羽田空港等への快適なアクセスが確保され、駅や駅前広場、歩行者空間

や広場空間などが横浜らしくデザイン性に優れた公共空間として整備されている。また、玄関

口にふさわしいシンボリックな景観が形成されている。 

 

・縦横につながる歩行者空間が広場空間などを通じてわかりやすく快適につながり、初めての来

訪者にも安心して回遊できる環境が整備されている。 

 

・先端的な情報技術とホスピタリティによって、街や観光に関する情報提供や相談窓口のサービ

スが提供されるなど、誰もが安心できる横浜のコンシェルジュ機能が備えられている。 

 

・駅近隣という立地の良さから、シンポジウムや会議・セミナー等が開催できるスペースや、大

学のサテライトキャンパスなどの機能を備えている。 

 地区の概要 

 

〔地理的条件〕  ・首都圏有数のターミナル駅である横浜駅を含む中心エリア 

         ・川に囲まれ、一部海に面したエリア 

 

〔土地利用特性〕 ・駅近接の大型商業ビル、地下街等からなる商業機能集積地 

         ・来街者や観光客を受け入れる玄関口 

         ・国際交流拠点としての機能の充実が必要 

 

〔歩行者ネットワーク・交通〕 

         ・交通アクセスや乗換利便性などの駅機能の強化が必要 

         ・駅東西をつなぐ動線や、地下との接続部のアップダウンなどに対してゆとり

ある歩行環境が必要 

         ・駅周辺の道路への自動車の集中や通過交通の流入により慢性的な渋滞が発生 

 

〔景観・環境等〕 ・緑地やオープンスペース、河川を生かした親水空間等が少ない。 

・魅力的な空間、横浜らしさを感じさせる景観形成が必要 

         ・老朽化した建物等が多く、災害安全性の向上、環境負荷低減等が必要 

         ・地下街等、浸水した場合、被害が甚大になる恐れがある。 

          

地区の将来イメージ 

地区の特性（現況・課題等） 
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（１）都市機能の導入・育成 

 
 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

既存の充実した商業・業務機能等を生かしつつ、更に機能の集積を図ります。 

 

■おもてなしの機能 

   〇広域・国際的なにぎわいを持った商業機能・文化創造機能 

   ・外国人サービスの充実した商業施設、日本を感じさせるにぎわい施設、文化体験型ショー

ルーム、イベントホール など 

  〇宿泊・滞在機能 

   ・多様なサービスを提供する国際水準のホテル・サービスアパートメント など 

  〇情報発信機能 

   ・観光案内・ツアーデスク、多言語対応のインフォメーションセンター、企業ＰＲスペース 

など 

   

■ビジネス・ＭＩＣＥの機能 

 〇グローバルオフィス機能  

・大街区化等による大規模フロアのオフィス、駅直結、事業継続を支える防災機能等の優位

性のあるオフィス など 

 〇ビジネスサポート機能 

  ・ミーティングルーム、ショールーム等を備えた複合空間、ワンストップサービス など 

 〇ＭＩＣＥ機能 

  ・多用途に使える大・中小会議室、イベントホール、展示・商談スペース など 

  

■安全・安心で便利な生活のための機能 

 〇防災機能 

  ・避難経路、災害情報システム、滞留スペース、備蓄倉庫 など 

 〇市民サービス機能 

  ・市民学習・教育施設、文化活動支援施設、子育て支援関連施設 など 

 

ガイドラインの内容 

     

センターゾーンは、国内外を問わず多数の人々が集まる首都圏有数の交通ターミナル機能を有

し、ビジネス、文化活動、ショッピングなど、様々な来街者のアクティビティを誘発する拠点で

す。この強みを生かし、国際都市横浜のポテンシャルを更に高める都市機能の集積を進めます。 

基本的考え方 

 ガイドライン 
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1 センターゾーン 

（２）都市景観の形成   

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

交通結節空間、歩行者空間・親水空間、建物群像において、次のとおり都市景観の形成を進めま

す。 

 

交通結節空間  
■横浜の玄関口にふさわしい交通結節空間の形成 

 【取組みの例】 

〇「横浜らしさ」を感じられる景観の形成 
〇横浜の玄関口にふさわしいオープンスペースの創出 
〇多彩なアクティビティが誘発される空間の形成 
〇明るく開放感のあるターミナルコアの形成 
〇デッキやテラス等、視点場の導入の検討 
〇駅前広場、ターミナルコア、線路上空間の連続による駅東西のつながりが感じられる景観の形

成 
〇来街者からの目線を意識し、圧迫感の低減や線路側への顔向けに配慮した低層部の壁面デザイ

ン 

 
歩行者空間・親水空間  

■歩行者目線に配慮した、来街者にとって快適な歩行者空間・親水空間の形成 
【取組みの例】 

〇建物相互のつながりや、建物と歩行者空間・親水空間とのつながりが感じられる景観の形成 
〇河川、街路沿いの屋外テラスなど、憩いやたまり空間の活用 
〇水辺に顔を向けた建物整備や水上交通の導入等による、水面を利用したにぎわいの演出 
〇駅前広場、壁面、屋上、舗装面、建物内などの緑化による重層的な緑化空間の形成 
〇魅力的な待ち合わせ空間の創出 

 
建物群像  

■個性を尊重しながらも、全体としてのまとまりが感じられる象徴的な建物群像の形成 
 【取組みの例】 

〇個々のデザインを尊重しつつ、水、緑、光、ハマ風などの自然要素を活かしたにぎわいや

潤いの空間、建物頂部デザイン、ライティングなどで建物相互のつながりを形成すること

による、まとまり感のある象徴的な建物群像の形成 
〇建物高層部などを活用し、海とのつながりを重視した景観の形成 
〇高層建築物については、建物相互のつながりやまとまり感をふまえ、国際都市横浜として

の玄関口にふさわしい建物群像の形成 
 

ガイドラインの内容 

   

国際都市横浜の玄関口である駅周辺においては、「ゲート性の創出」「都市活力の演出」「うるお

いの体感」という視点に基づき、多様なシーンが展開し、ドラマ性を感じられる都市景観の形成を

目指します。 

 

基本的考え方 
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【景観形成を展開する空間】 

【景観形成における３つの視点】 

 

 

交通結節空間 

 

 

歩行者空間 

親水空間 

 

 

歩行者空間 

親水空間 

 

※上図はイメージであり、実際の場所や

形態を特定するものではありません。 

個性を尊重しつつもまとまり感のある建物群像 

開放感やにぎわいがあるターミナルコア 

ハマ風を感じられる憩いの場 

エントランス性のある駅前広場 ゲート性 

の創出 

うるおい 

の体感 

都市活力 

の演出 

多様なシーンが展開し 

ドラマ性の感じられる 

都市景観の形成 

ゆとりやにぎわいのある歩行者空間 

水辺を活かした夜間景観 

都市景観の形成イメージ 
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1 センターゾーン 

  
  

【西口駅前デザインコンセプト】 

○横浜らしさを感じさせる、水、緑、光、ハマ風などを意識した景観形成 

○横浜駅西口の顔として、人にやさしく街の象徴となる景観形成 

○まちの活力を感じられる景観形成 

○人々に期待感を与えるような、周辺とのつながりが感じられる景観形成 

【線路上空デザインコンセプト案】 

○水、緑、光、ハマ風など、「みなとまち横浜」の雰囲気が感じられる景観形成 

○横浜の玄関口として公共性、開放性を有した景観形成 

○多様なドラマ性を有した重層的なアクティビティが感じられる景観形成 

○駅×街空間の中心として、東西の街に開かれた回遊性のある景観形成 

【きた西口デザインコンセプト】 

○水辺との隣接を活かし、水・緑・光・ハマ風が感じられる潤いある景観形成 

○歩行者とのネットワーク拠点として、わかりやすく開放的な空間形成 

○にぎわいや公共性の連続を誘発するような、２つの広場をつなぐ街路空間の形成 

【東口デザインコンセプト】 

○常に新しい魅力を発信して、世界・他都市からの多様な人々を惹きつける 

○横浜らしい魅力を発揮する場所として、街に来る人が水を感じ体感できる 

○快適で回遊性の高い歩行者空間として、訪れる誰もが歩いて東口を楽しめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
デザインコンセプト 

 

街と建物が連携した公共性の連続
（賑わい・アクティビティ・憩い） 
 
横浜らしい景観が期待できる  
パブリックビューポイント 
 
水辺に開かれた景観形成 
 
ターミナルコア 
 
東西のつながり 
 
賑い・アクティビティ 
 
悠々回遊リンク 
 
ホームからの視線 
 
風の抜け 
 
 
特徴のある通り、歩行者空間 
 
見通し景観 
 
横浜らしい景観が期待できる 
パブリックビューポイント 
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○水、緑、光、ハマ風など「みなとまち 横浜」の雰囲気が感じられる景観形成 
【取組みの例】 

・水やハマ風など、海と川に囲まれた「みなとまち 横浜」を感じられる景観の創出 

・界隈性の高い街の中でも、随所に横浜の持つ文化性、歴史性を感じられる景観形成 

・歩行者空間や建物の壁面、屋上等における重層的な緑により、広がりある潤いを感じさせる景観の演出 

 

○横浜駅西口の顔として、人にやさしく街の象徴となる景観形成 
【取組みの例】 

・公共と民間が連携し、公共交通機能を確保しつつ歩行者を中心とした憩い、公共性の感じられる景観形成 

・駅前広場と周囲の建物の一体性、視線の広がりを感じさせる景観形成 

・地区の拠点として周辺市街地や主要な通りとの連続性、視認性を持った景観形成 

・高層部の隣棟間隔の確保や壁面の分節等による、駅前広場への圧迫感の軽減や日照の確保に配慮した景観 

形成 

 

○まちの活力を感じられる景観形成 

【取組みの例】 

・ヒューマンスケールで連続するにぎわいが感じられるファサードデザイン 

・透過性の高い開口部や人の自由な出入りなど、建物内外をシームレスにつなぐアクティビティの誘発 

・公共空間と建物が連携し、駅西口のにぎわいや憩いを感じられる街路景観の創出 

・個々のデザインを尊重しつつ、建物間での緩やかな調和を図ったにぎわいの創出 

 

○人々に期待感を与えるような、周辺とのつながりが感じられる景観形成 
【取組みの例】 

・東西のつながり、空間の奥行きや地下からデッキレベルまでの立体的なつながりが感じられる景観形成 

・多様な視点からの線路上空や海への眺望に配慮 

・歩行者ネットワークの拠点における建物内のたまり空間等、歩行者空間のつながりを感じさせる景観形成 

 

●西口駅前まちづくり検討会のまとめ 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【西口駅前デザインコンセプト、取組みの例】 
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1 センターゾーン 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【アトリウム】 【サンクンガーデン】 

 

建物・舗装道路からの、日射の 

照り返し等が軽減できる計画 

広場を囲むビル群からの 

圧迫感を軽減するような計画 

熱環境 

圧迫感 

バリアフリーで 

安心安全 

ゆとりが持てる 

空間 

スペースが狭く 

余裕がない 

スムーズで快適な乗換え

と待合いを実現するた

め、地下街などを含めた

官民連携により、駅前広

場を再編する 

駅前エリア全体の広がりの認識を容易にし、回遊性を高めるため、東西の分断を解消する「都市軸」と、西口周辺地域

（南幸・北幸・鶴屋）の相互波及を図る「ストリート」を形成する 

②快適な交通結節点により豊かさを「高める」 ③都市の「ひろば」で活動を「育む」 

人々が心地よく集い、時間を

費やすことができる、憩いの

空間を形成するため駅前広

場に快適な空間を官民連携

によりつくる 

広場イメージ 

道行く人々が建物内のアクティビティを容易に認識

でき、自然と足を止めたくなるような「仕掛け」をつく

るため、官民境界に都市の「縁側」をつくる 

来街する人々が建物内外のアクティビティや目的場所を縦方向でわ

かりやすく視認でき、安心で安全な回遊と滞在の「きっかけ」をつくる

ためコアをつなぐ 

④「都市の縁側」によりまちに「近づく」 ⑤コアにより回遊性を「つなぐ」 

乗換えの時間を楽しめ、ゆとりある待合が可能な 

広場空間を共同でつくる 

① 「都市軸」と「ストリート」により地域力が「循環する」 

◇「HUMAN ENERGY CORE」 を実現するための５つの空間形成方針 

通過地点        交通空間の再編 

壁面緑化など 
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○水、緑、光、ハマ風など「みなとまち 横浜」の雰囲気が感じられる景観形成 
【取組みの例】 

・高層棟上部からの海への視点場をつくるなど「みなとまち横浜」を感じられる空間の創出 

・重層的な緑化による潤いある景観の演出 
 

○横浜の玄関口として公共性・開放性を有した景観形成 
【取組みの例】 

・交通結節点であると同時にまちのノードとして公共性、開放性の高い空間を有した新しい都市景観を 

創出する 

・鉄道や首都高の車窓など南北方向からの視認性を意識した景観形成 
 

○多様なドラマ性を有した重層的なアクティビティが感じられる景観形成 
【取組みの例】 

・乗降ホーム、デッキ、建物など様々なレベルから街のアクティビティが感じられる景観形成 

・線路側にも顔を向けた建物ファサード 

・建物の配置、形状において線路上空への日照の取り込みや圧迫感の軽減に配慮 
 

○駅×街空間の中心として、東西の街に開かれた回遊性のある景観形成 
【取組みの例】 

・ターミナルコアを介して、東西の駅前広場や地下、地上、デッキの回遊性を感じられる景観形成 

・駅東西ゾーンを繋ぐ、ヒューマンスケールでのにぎわいと憩いが連続する景観形成 

・駅東西ゾーンとの視線の連続性を確保した景観形成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【線路上空デザインコンセプト、取組みの例】 

線路上空の風の抜けを意識

海への眺望

水辺への眺望

特徴ある都市景観
（線路上空への眺望など）

【取組の例】

公共性・開放性

海への眺望

駅・ホーム

線路上空にも顔を向けた建物

賑わいのにじみ出し

視認性の高い
ターミナルコア 街のアクティビティ

回遊性・賑わいと憩いの連続､視線の連続

重層的な緑化 重層的な緑化

賑わいのにじみ出し

視認性の高い
ターミナルコア

 

線路上空の風の抜けを意識 

海への眺望 

水辺への眺望 

特徴ある都市景観 

（線路上空への眺望など） 

水辺への眺望 

取組みの例 
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1 センターゾーン 

 

 

 
○水辺との隣接を活かし、水・緑・光・ハマ風が感じられる潤いある景観形成 

【取組みの例】 

・河川に開かれ、駅前と水辺の一体性を感じることができるヒューマンスケールな景観形成 

・限られたスペースにおいても開放性のある重層的な緑化や風を感じられる環境配慮を体現した空間形成 

・河川を見とおす視点場の創出や水辺に顔を向けた建物など水辺のまちを感じられる景観形成 

 

○歩行者ネットワークの拠点として、わかりやすく開放的な空間形成 
【取組みの例】 

・視線を阻害せず、周囲から広場や駅出入り口が視認でき、開放性・健全性の高い空間形成 

・地下、地上、デッキをつなぐターミナルコアにおいて、まちとのつながりを持った分かりやすい景観形成 

 

○にぎわいや公共性の連続を誘発するような、２つの広場をつなぐ街路空間の形成 
【取組みの例】 

・西口、きた西口、鶴屋町地区などをつなぐ歩行者空間におけるにぎわい、憩いの連続性の創出 

・建物側、都市側で補完しあいながら、公共性を持ったゆとりある歩行者空間の形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【きた西口デザインコンセプト、取組みの例】 

河川

広場
駅

駅出入口における河川への視認性

駅前と水辺の一体感

河川に開かれた景観形成

まちとのつながり、分かりやすさ

視認性・開放性を意識した駅のファサード

待ち合わせなどを可能に
するスペースの創出

河川への見通し

水辺に顔を向けた建物のさらなる展開

建物

水辺に顔を向けた広場

視点場
(ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ)

歩行者空間における賑わい、憩いの連続性

・広場をつなぐ通りの連続性
（統一感のある舗装、植栽、ｽﾄﾘｰﾄﾌｧﾆﾁｬｰなど）

・公共性、ゆとりのある歩行者空間
（セットバック、歩道の拡充、座れる場所等）

・荷捌き等の必要機能の確保や街区規模など
の特性を踏まえつつ、内部のアクティビティが
感じられるファサード（ショーケース､サイン等）

親水性の演出
（水上交通など）

地下通路

水辺への顔出し
の誘発

視認性

広場

ターミナルコア

デッキ

上下のアクティビティ

移動の分かりやすさ

駅前広場と水辺の
一体感

【取組の例】

 

取組みの例 
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○国際交流の玄関口として港湾の発展とともに近代化した横浜市の中心である「横浜駅東口」は、 

常に新しい魅力を発信して、世界・他都市からの多様な人々を惹きつける  

・誰もが心地よく快適に、移動や滞在を楽しむことができる玄関口を形成する 

・「みなとまち 横浜」を感じられる空間を形成し、ヒューマンスケールでの美しい景観を創出する 

・発着地点に相応しい賑わいを感じられ、活力を生み出す施設の立地や機能を導入する 
 

○横浜のインナーハーバーをつなぐ「水辺空間」は、 

横浜らしい魅力を発揮する場所として、街に来る人が水を感じ体感できる  

・水上交通発着所は賑わいの機能を設けるとともに、インナーハーバー地区内の拠点と複合的な水上交通の 

ネットワークを構築する 

・みなとみらい21地区、横浜市中央卸売市場などとの連携を考慮しながら、水上や水辺でのアクティビティに 

必要な機能や仕掛けづくりを行う 

・水上や対岸からの視点を意識した景観に留意するとともに、水辺との一体感や回遊を創出する設えを工夫する 
 

○みなとみらい21地区など魅力的な周辺地区とつながる「デッキ」は、 

快適で回遊性の高い歩行者空間として、訪れる誰もが歩いて東口を楽しめる  

・周辺の横浜らしい都市景観を享受できるとともに、ゆとりを持って自由に楽しく回遊できる空間を創出する 

・デッキでつながる地区の特徴を生かしたデッキ整備を行うとともに、結節点広場の整備や隣接建物との融合 

などで、多様な使い方を工夫する 

・賑わいが連続し快適で居心地の良い一体的なデッキ空間を形成するため、各々のデッキや隣接する建物の 

所有者などで一体的なマネジメント実現に向けて取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東口と周辺エリア 

【東口デザインコンセプト、取組みの例】 

※デザインコンセプトを取りまとめるため関係者で検討した内容については、横浜市のホームページにて掲載しています。 

 ヒントや手がかりが多くあると思いますので、計画を行う際には参考にしてください。 

みなとみらい 21 地区 

関内方面 

新高島駅 

横浜駅 

高島町駅 

ポートサイド公園 

オアシス 

東横線跡地 
整備事業 

高島水際線公園 

横浜市中央 
卸売市場 

art & design 

market water square 

station 

amuse 

【取組みの例】 

【取組みの例】 

【取組みの例】 
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1 センターゾーン 

 （３）立体的な歩行者ネットワークの構築（ターミナルコアの整備） 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

立地特性や処理動線などに配慮しながら、駅と駅あるいは駅と街とを円滑に結ぶ、魅力的なターミ

ナルコアを整備します。 

■ターミナルコアの形成における基本的な配慮事項 

○拠点開発とまちを結びつけるネットワーク結節点としての機能（水平方向） 

○地上や地下、上空を有機的に結びつけるネットワーク結節点としての機能（垂直方向） 

○狭小な駅前空間を補う、広場等と連なる広がり 

〇駅東西南北の方向性を意識させる視認性 

○円滑な移動を支援するためのバリアフリー化・案内サインの充実などの実施 

■各ターミナルコアの特性に応じて、特に配慮されるべき事項 

   ○中央西口：シンボル的な空間、回遊性向上や溜まりなどの交流の場、地下街・駅前広場・デッ

キレベルの３方の円滑な動線処理、交流・情報発信機能の補完 

   ○中央東口：シンボル的な空間、出島地区・みなとみらい 21 地区等周辺との円滑な往来、地下

街・駅前広場・デッキへの円滑な移動、交流・情報発信機能の補完 

   ○きた西口：駅と鶴屋町方面との円滑な往来、帷子川分水路の水辺への誘導空間 

   ○きた東口：ポートサイド地区との円滑な往来、水上交通関連施設への誘導空間 

   ○みなみ西口：パルナード等のにぎわいの通り空間や幸川等の親水空間と一体となった回遊性の

向上、地下乗換・地上・デッキの 3 方の円滑な動線処理 

   ○みなみ東口：高島地区・みなとみらい 21 地区等周辺との円滑な往来、帷子川の水辺への誘

導空間、地下乗換・駅前広場・デッキの 3 方の円滑な動線処理 

    

駅とまちをつなぐ立体的な歩行者ネットワークの構築に向けて、重要な結節を担うターミナル

コアにおいては、様々な役割や機能を複合化し担わせる空間づくりを誘導します。また、ターミ

ナルコアの整備に合わせ、ユニバーサルデザインに配慮した、円滑な移動動線の整備を推進しま

す。 

 

○きた東口 
○きた西口 

○中央東口 

＜各ターミナルコアの位置＞ 

 

○中央西口 

○みなみ西口 ○みなみ東口 

ガイドラインの内容 

基本的考え方 
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【ターミナルコアの空間形成イメージ】 

駅直近街区や駅東西を結ぶデッキ・自由通路と連携し、回遊性が高く、にぎわいのあるセン

ターゾーンの一翼を担う、デッキ・地上・地下が一体となった、象徴的で魅力的な結節空間

を形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各ターミナルコアの現状の特徴と期待する役割】 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○中央西口： 

動線集中度が高い

⇒横浜の顔となる

シンボル空間を形

成するとともに、

回遊性の向上や 

溜まりなど交流の

創出 

○中央東口： 

動線集中度が高

い出島・みなとみ

らい21地区との

重要な結節 

⇒YCATや観光

拠点関連の円滑

な移動の支援 

○きた西口： 

駅空間と鶴屋町方面との往来の結節 

⇒帷子川分水路の水辺空間への誘導 

○きた東口： 

駅前とポートサイド地区との往来の結節 

⇒帷子川分水路で展開する水上交通関連への移動

 

○みなみ西口 

パルナード等のにぎわいの通りや幸川沿い親水空

間との結節⇒回遊性向上、地下との円滑な往来支援 

○みなみ東口： 

みなみ通路やみなとみらい21地区・高島方面と

の結節⇒地下・地上・デッキの円滑な移動支援 

 

ターミナルコアの整備イメージ 
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1 センターゾーン 

 （４）環境分野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他の具体の取組みの内容については、「分野別の基本方針とガイドライン（２ 環境分野）」

を参照してください。 

 
 
（５）防災・防犯分野 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
具体の取組みの内容については、「分野別の基本方針とガイドライン（３ 防災・防犯分野）」を

参照してください。 

 

 

 

■エネルギーの面的利用の促進 

〇建替えや開発に合わせて、段階的

に面的エネルギーネットワーク

を整備することで、発災時にも地

域のエネルギー自立性が高まる

分散型・低炭素型エネルギーマネ

ジメントの構築を推進。 

〇建替えの際、やむを得ず、自己熱

源方式を採用する場合において

も、面的エネルギー化に対応可能

な中央熱源方式の採用が前提。 

 

    

建物間・地区間のエネルギーネットワークや再生可能エネルギー等の活用により、センターゾー

ンにおける災害安全性を高める自立・分散型エネルギーマネージメントシステムの構築を図ります。 
 

ガイドラインの内容 

基本的考え方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

EXY エリアの現状 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

自己熱源システム（中央熱源方式 or個別熱源方式） 

※一部の街区は地域冷暖房導入済み 
 

・中央熱源方式の採用 

自己

熱源 

プラント 

自己

熱源 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

ＥＸＹにおける面的エネルギーネットワーク整備イメージ 

プラント 

自己熱源システム 

（中央熱源方式） 

地域配管等の整備

の進捗に合わせて

ネットワーク化 

エネルギーの面的利用 

自己

熱源 

プラント 

・地域冷暖房等の新規導入 

・既設地域冷暖房の拡充 

 

 

 

    

センターゾーンは、首都圏有数の交通ターミナル機能を有し、駅東西には地下街が形成され、

又、それぞれ大型商業施設が立地しており、発災時には、特に多くの滞留者や帰宅困難者の発生が

予測されます。 

駅周辺での混乱を防止するため、滞留者・帰宅困難者の発生抑制や滞留スペース等の整備、災

害情報の提供などの対策を進めます。また、「地域の対応ルール」等を活用した滞留者・帰宅困難

者の支援など、民間と行政が協力・連携しながら、発災前から災害時にわたる取組みを推進し、安

全・安心まちづくりを目指します。 

 

基本的考え方 
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2 鶴屋町地区 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜将来市街地像のイメージ＞ 

 
 

 
 
 

 

 

 

  

・帷子川分水路の北側を中心に、高い専門性を備えた各種の学校や大学のサテライトキャンパス、

企業や大学の研究者が利用する研究・交流のための施設などが複数立地するなど、若い世代の

活動や交流が行われる活気のある地区が形成されている。 

・横浜駅のきた西口近辺では、従来から立地する商業機能の更新などによって、横浜市民の幅広

いニーズを満たす店舗や飲食店などが立地する商業・業務地区が形成されている。 

・横浜駅きた西口から鶴屋橋を介し鶴屋町地区内へにぎわいと界隈性と安全・安心が両立した通

りが形成されている。 

・旧東海道沿いでは、歴史性を活かした通りが形成されている。 

 

 地区の概要 

地区の将来イメージ 

 

〔地理的条件〕    ・横浜駅の北側のゲートエリア 

・帷子川分水路、首都高速道路によりセンターゾーンと分断されている。 

〔土地利用特性〕  ・多様な業種・業態の事業所が立地 

・専門学校などの教育関係施設が集積、市民活動を支援する県民センターも 

立地 

・飲食店等が集積、夜ににぎわいがある。 

・小規模な駐車場などの低未利用地が多い。 

〔歩行者ネットワーク・交通〕 

・歩行者、自動車、バス、タクシーが錯綜 

・溜まり空間や、憩いを感じられる空間が不足 

・小規模な駐車場が点在。うろつき交通が発生 

〔景観・環境等〕  ・まちのにぎわいや河川、旧東海道など地区の資源を活用した空間や景観形成

がなされていない。 

 

 

地区の特性（現況・課題等） 

就業者や居住者の利便性向上を

図る機能の導入を促進し、にぎわ

い、界隈性を高める。 

業務機能や研究・交流施設などの 

立地特性を更に増進する機能導

入の促進 

沿道の建物更新にあわせた安

全・安心で魅力あるストリート

の形成 
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2 鶴屋町地区 

 

 
 

（１）都市機能の導入・育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   
地域の就業者や居住者の利便性を高め、にぎわいと界隈性をもった機能を誘導するとともに、   

多世代の活動や交流を支援する機能や安全・安心をサポートする機能の集積、センターゾーン   

との連携を図ります。 

 

■にぎわいと界隈性を持った商業機能・業務機能 

〇日常生活に密着した集客施設 

〇来街者を呼び込む集客施設 

〇人を優先した回遊性の高い歩行環境 

〇個性的な通りの実現 など 

 

■活気のある教育、研究、交流機能 

〇若い世代の活動や交流を支援する機能 

・高い専門性を備えた各種の学校や大学のサテライトキャンパス 

・企業や大学の研究者が利用する研究・交流のための施設 など 

 

■安全・安心をサポートする機能 

 〇建物更新にあわせた歩行者空間の確保 

〇災害時などの滞留スペースの確保 など 

 

■センターゾーンとの連携 

〇きた西口ターミナルコアから鶴屋町地区への空間の連続性への配慮 

〇東横フラワー緑道からセンターゾーンへつながる動線の確保 

〇方面別に駐車場出入り口を配置（フリンジ駐車場） 

〇タクシー乗降場の分散配置 

  〇自転車、自動二輪駐車場の確保  

 
  
  

ガイドラインの内容 

 
鶴屋町地区は、横浜駅周辺と反町・台町方面を繋ぐ、横浜駅の北のゲートエリアに位置しており、

地区内には、専門学校などの教育施設が集積しているとともに、鶴屋町 1 丁目を中心に飲食店など

も集積しています。 

このような特徴を生かした都市機能の集積を進め、にぎわい・界隈性と安全・安心が両立した   

街を目指します。 

基本的考え方 

 ガイドライン 
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（２）都市景観の形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
■にぎわいと界隈性のある、豊かな歩行環境の形成 

〇開発に合わせた壁面後退等の誘導や低層部のにぎわい施設導入等による、ゆとりとにぎわい

ある歩行者空間の演出 

〇建物内部のにぎわいが滲み出るような場所に応じた照明計画や建物デザイン 

〇にぎわいある街並みとの連続性や周囲に開かれた開放性の感じられる景観形成 

 

■帷子川分水路を活用した、水を感じられる空間演出 

〇河川に顔を向けた建物整備や鶴屋橋の架け替えに合わせた修景整備など、水辺と橋詰の修景

による親水空間の演出 

〇河川の潤いや通りのにぎわいを感じられるパブリックビューポイントの創出 

〇水面への映りこみを意識した街路灯やフットライトなどの水辺を活かした照明 

 

■周辺地区とのつながりを意識した景観形成 

〇東横フラワー緑道や駅との接続、鶴屋橋・きた西口駅前広場におけるゲート性の創出 

〇大通り沿いにおける街路樹の連続性など、周辺とのつながりを意識した魅力的な景観形成 

ガイドラインの内容 

 
にぎわいある街並みや、帷子川分水路・旧東海道・東横フラワー緑道などの地区特性、地区の資

源を生かした景観形成を図ります。 

地区を象徴する 
にぎわい軸景観 

・ゆとりとにぎわいある歩行者空間 
・街並みとの連続性、開放性 

東横フラワー緑道 
とのつながりに配慮 

河川に顔を向けた
建物整備 

・橋の架け替えに合わせた修景整備 
・河川上のパブリックビューポイント 

大通り沿いの街
路樹の連続性 

駅との接続 

基本的考え方 
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2 鶴屋町地区 

 （３）環境分野 

 

 

 

 

 

 
 

具体の取組みの内容については、「分野別の基本方針とガイドライン（２ 環境分野）」を参照し

てください。 

 

 
（４）防災・防犯分野 

 

 

 

 

 

 

 

 
具体の取組みの内容については、「分野別の基本方針とガイドライン（３ 防災・防犯分野）」 

を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

明日を担う若者が集まり賑わう拠点的地区であるという鶴屋町地区の特徴を生かした都市機能

の集積や敷地の統合を進めるとともに、地区内外とのエネルギー・緑のネットワーク形成等を通

じて、環境未来都市にふさわしい環境配慮型のまちづくりを目指します。 

 

基本的考え方 

 

鶴屋町地区は、センターゾーンに隣接し、沢渡中央公園への避難経路を含む地区で又、地区内

には、専門学校などの教育施設が集積しているともに、鶴屋町 1 丁目を中心に飲食店なども集積

しています。 

にぎわいと安全・安心が両立した街の実現のため、民間と行政の協力・連携体制のもと、災害

時の滞留スペースの確保、情報提供等による適切な避難誘導、平常時の防犯対策等、ハード・ソ

フト両面の総合的な対策を進め、安全・安心のまちづくりを目指します。 

 

基本的考え方 
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3 南幸地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・多彩な店舗や飲食店、娯楽施設を集積してきた地区の特色が生かされ、更に先端的な商業空間

や文化機能、幸川の親水空間などが備わって国内外からの来街者や居住者等にとって魅力的な

商業ゾーンが形成されている。 

・パルナードを主軸として、歩行者が安心して街歩きができる個性的なストリートが形成され、

若者を中心とした多様な世代の人々が集い、活気とにぎわいにあふれた地区が形成されている。 

・地域が協力し、災害に強い、安全・安心と快適性を兼ね備えたまちが形成されている。 
 

 地区の概要 

 
〔地理的条件〕  ・センターゾーンに隣接し、駅前と住宅地をつなぐ機能を持つエリアで、中央

を通るパルナードを軸に街が形成されている。 

・三方を河川に囲まれている。 

〔土地利用特性〕 ・特徴をもった４つのゾーン（大型商業・エンターテイメントゾーン、 

・小規模商業・界隈ゾーン、教育・文化ゾーン、都市型住宅混在ゾーン）から

なる。 

・広い範囲から集まる若者を中心とした多くの来街者でにぎわっている。 

・周辺住宅地からは日常の買物客を集めている。 

〔歩行者ネットワーク・交通〕 

・歩行者空間が不足 

・放置自転車が多い。 

・南幸安心安全街づくり協議会による安全パトロールやパルナードの一定時間

帯における歩行者天国化など、マネジメントが実施されている。 

〔景観・環境等〕 ・地区内には公園がなく、緑が少ない。 

・比較的築年数を経過した建物が多く存在している。 

・地盤高が低く大雨時に浸水の危険性がある。 

地区の将来イメージ 

＜将来市街地像のイメージ＞ 

   
            
 

 
 
 

＜優先的な取組み＞ 

■パルナードのにぎわい軸としての 

機能強化 

■パルナードの防災軸としての 

機能強化 

■歩行者優先のまちづくりの推進 

■水に強いまちづくりの推進 

地区の特性（現況・課題等） 

滞留スペース 

開発にあわせた 

親水空間の整備 

壁面後退による歩行者空間の創出 

にぎわい・防災軸としての機能強化 

歩行者優先に配慮 
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3 南幸地区 

 

 

（１）都市機能の導入・育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   
主要動線であるパルナードは「商業軸、防災軸としての機能強化」を図り、南幸地区内の各ゾー

ン（将来市街地像のイメージ参照）の特色を生かした魅力あるまちを目指します。 

地域の来街者や居住者の利便性を高め、にぎわいと活気を創出する商業を誘導するとともに、路

地裏文化等を含む多種多様な文化創造機能の誘導、多様な人々の活動や交流を支援する機能や安

全・安心をサポートする機能の集積によりセンターゾーンとの連携を図ります。 

また、国際都市横浜と連携した街を目指し、外国人の利便性を高めます。 

 

■にぎわいと活気を持った商業機能 

〇集客効果のある大規模商業施設 

〇集客力の高い中小の商業 

〇生活に密着した商品を扱う商業 

〇個性的な飲食店等の集積 など 

 

■安全・安心をサポートする機能 

〇建物更新にあわせた歩行者空間の確保 

〇災害時などの滞留スペース等の確保 

〇来街者に対応できる情報提供等のホスピタリティ など 

 

■人々の活動・交流を促す文化創造機能 

〇映画館、劇場 

  〇国内外への情報発信拠点 

〇カルチャースクール、イベントスペース など 

 

■センターゾーンとの連携          

〇外国人対応可能な店舗、住宅 

〇利便性の高い都市型住宅 など 

 

 ■緑のネットワーク形成 

  〇通りや川沿いの広場等の緑化 

  〇建物の屋上面、壁面等の緑化 など 

 

ガイドラインの内容 

 
南幸地区は、横浜駅周辺と岡野・浅間町方面をつなぐ、主要な動線となるエリアに位置していま

す。地区内は、パルナードを中心に物販、飲食、エンターテイメント等の多様な商業が集積してお

り、文化・教育施設、住宅等も混在しています。 

このような特徴を生かし、更なる都市機能の集積を進め、「にぎわい・活気」と「安全・安心」が

両立し、将来の横浜駅周辺の国際化にも対応した街を目指します。 

基本的考え方 

 

 
ガイドライン 
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（２）都市景観の形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

シンボル軸であるパルナードと周辺の界隈性のある商業ゾーン等の特色を生かし、にぎわいと

活気があり歩いて楽しむことができる街並みを形成します。 

また、川沿いの水辺空間や街路沿いのにぎわい空間などの地区の資源を生かし、魅力ある景観

形成を図ります。 

基本的考え方 

 

 

地区の中心であるパルナード沿いは、シンボル軸にふさわしい景観形成を目指し、建物の壁面

後退等による見通し景観の形成、ゆとりある歩行者空間の形成を図ります。    

地区全体で建物低層部へのにぎわい施設の導入や、公開空地や緑の創出、デザイン等により歩

行者が楽しめる空間とし、地区の回遊性を高める工夫を行います。 

また、川沿いは周辺とのつながりを意識し、水を感じさせる空間を演出します。 

  
■シンボル軸にふさわしいパルナードの景観形成 

〇にぎわい、活気があり、歩きやすい歩行者空間の整備 

〇パルナードの交差部分の建物デザイン・広場空間の創出等による通りの演出、回遊性を高め

る工夫 

〇連続した照明計画やサイン計画、緑の創出によるシンボル性の強化 

〇壁面後退部分の連続性の確保 

〇道路の広がりを感じさせる舗装デザインの工夫 

 

■にぎわいと界隈性のある、豊かな歩行環境の形成 

〇開発にあわせた壁面後退等の誘導や低層部のにぎわい施設導入等によるゆとりとにぎわい

の連続性がある歩行者空間の演出 

〇建物内部のにぎわいが滲み出るような場所に応じた照明計画や建物デザイン 

〇街並みとの連続性や周囲に開かれた開放性の感じられる景観形成 

〇人の目に触れ、潤いを感じられる緑の創出 

〇電線類の地中化 

 

■川を活用した水を感じさせる空間演出 

〇河川に顔を向けた建物整備や橋の架 

 け替え等にあわせた親水空間の演出 

〇河川の潤いや通りのにぎわいを感じ 

 られるパブリックビューポイントの 

創出 

〇水面への映りこみを意識した街路灯 

 やフットライトなどの水辺を生かし 

た照明 

 
 
 
 
 
 

ガイドラインの内容 

 



 
 

- 64 –  
 

3 南幸地区 

 （３）環境分野 

 

 

 

 

 

 
 

具体の取組み内容については、「分野別の基本方針とガイドライン（２ 環境分野）」を参照して 

ください。 

 

 
（４）防災・防犯分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
その他の具体の取組み内容については、「分野別の基本方針とガイドライン（３ 防災・防犯分野）」

を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
■パルナードの防災軸としての機能強化 

  ○有効な避難経路の確保 

・壁面後退等による歩行者空間の確保、多言語表記等による国際化に対応した避難誘導サイ

ン、災害時にも機能する照明等の整備 

  ○通り沿いや高所の滞留スペース等の確保 

 

ガイドラインの内容 

 

商業集積地区の特徴を生かし、地元の連携・協力により環境配慮・創出への意識を高めます。

建物更新の際には、緑化、エネルギー効率の向上等に配慮し、皆が誇れる環境配慮型の街づくり

を目指します。 

基本的考え方 

 

 

地元組織との連携、老朽建物の更新等により安全・安心をサポートする機能を発展・強化し、セ

ンターゾーンとの連携を図ります。また、水の安全度向上に向けて新規開発等にあわせた浸水対策

を誘導します。 

パルナードを軸として、地区全体の防災機能を高めるため有効な歩行者空間の確保、滞留スペー

ス、備蓄スペースの整備、情報伝達機能の強化等を実施します。 

基本的考え方 
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（５）歩行者・親水空間分野、交通環境分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他の具体の取組みの内容については、「分野別の基本方針とガイドライン（５ 歩行者・親水空

間分野）（6 交通環境分野）」も参照してください。 

 
 

 
■歩行者空間の拡充 

○建物の壁面後退や歩道の拡幅等による歩行空間・広場空間の整備 

○維持管理による快適性の向上 

・放置自転車の取り締まりの継続 

・舗装材や道路構造物の更新・維持管理 

   ○バリアフリー 

・パルナードのバリアフリー化による、安全で快適な歩行者空間の整備 

■自転車環境の整備 

○駐輪場の整備 

  ・新規開発等に伴い、公共的に利用可能な駐輪場の整備 

  ・公共空間での駐輪場整備 

  ・駐輪場施設の使いやすさの向上 

■駐車場の計画的配置 

〇駐車施設及び進入路はパルナード沿道を避ける 

〇駐車場連携の実施 

〇荷捌き駐車場の確保、共同化 

 

  
  

ガイドラインの内容 

 

老朽建物の更新にあわせた壁面後退等により歩行者空間を拡充するとともに、公共的に利用可能

な駐輪場の整備や、駐車場アクセスの改善等により、歩行環境の改善を図ります。 

また、パルナードを中心とした通りの維持管理を通して、安全で快適な道路空間を整備します。 

基本的考え方 

 




	空白ページ


<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice





